
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン 

実
験
リ
ス
ト 

訳
・
湊
圭
史
（
「
言
語
実
験
工
房
」ht

t
p
:
/
/
w
ww

2
.o

c
n.n

e
.
jp

/
~e

t
ude

/
e
lf

/
in

d
ex.

h
t
ml

） 

  

１
．
同
一
言
語
内
翻
訳 

詩
作
品
（
ま
ず
は
他
人
の
、
そ
れ
か
ら
自
分
自
身
の
も
の
）
を
と
り
上
げ
、
一
語
、
一
句
、
一
行
ず
つ
の

単
位
に
従
っ
て
こ
と
ば
を
入
れ
替
え
、「
英
語
か
ら
英
語
に
」[

訳
者
注
：
同
じ
言
語
に
、
つ
ま
り
、
日
本
語

か
ら
日
本
語
に
、
も
可]

翻
訳
す
る
。
あ
る
い
は
、
厳
密
な
逐
語
訳
で
は
な
く
、
各
句
や
各
文
に
対
応
し
た

形
で
「
自
由
」
訳
を
試
み
て
も
よ
い
。
同
じ
詩
を
別
の
文
体
や
異
な
っ
た
語
調
（
例
え
ば
ス
ラ
ン
グ
や
俗

語
調
）
を
用
い
て
翻
訳
し
て
み
る
。
一
つ
の
原
詩
か
ら
幾
つ
も
の
違
っ
た
タ
イ
プ
の
文
体
・
調
子
に
同
一

言
語
内
翻
訳
を
試
み
る
。
（C

f. Six Fillious by bp nichol, Steve M
cC

affery, R
obert Fillious, 

G
eorge B

recht, D
ick H

iggins, D
ieter R

oth, w
hich also included translation of the poem

 
to French and G

erm
an) 

連
鎖
型
：
上
の
実
験
を
グ
ル
ー
プ
で
試
み
る
。
一
つ
の
詩
を
「
翻
訳
」
し
つ
つ
参
加
者
か
ら
参
加
者
へ
と

受
け
渡
し
、
最
初
の
書
き
手
に
戻
る
ま
で
回
し
て
い
く
。
（See D

avid N
em

eth's version.) See 
bpN

ichol, Translating Translating A
pollinaire. 

  

２
．
様
々
な
声
の
演
じ
分
け
―
―
ダ
イ
ア
レ
ク
ト
（
あ
る
集
団
・
地
域
の
み
が
用
る
言
語
）
と
個
人
言
語 

詩
作
品
ま
た
は
そ
の
他
の
言
語
作
品
を
別
の
ダ
イ
ア
レ
ク
ト
か
個
人
言
語
（
自
分
の
も
の
で
も
そ
れ
以
外

で
も
よ
い
）
に
翻
訳
す
る
か
構
成
し
直
す
。
ダ
イ
ア
レ
ク
ト
は
サ
ブ
カ
ル
的
言
い
回
し
や
ス
ラ
ン
グ
、
速

記
法
で
書
か
れ
た
文
書
な
ど
も
含
む
こ
と
と
す
る
。
例
：
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
マ
キ
ャ
フ
リ
ー
に
よ
る
『
共
産

党
宣
言
』
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
ウ
ェ
ス
ト
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
地
区
の
方
言
訳(

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト PennSound

に
、
音
声
と
テ
ク
ス
ト
あ
り)

。 See also N
athan K

ageyam
's translation of Pound's "The 

R
eturn" into pidgin (H

aw
aiian C

reole E
nglish). 

あ
る
い
は
、
ダ
イ
ア
レ
ク
ト
変
換
エ
ン
ジ
ン
を

用
い
て
、
一
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
選
ん
だ
「
ダ
イ
ア
レ
ク
ト
」
に
翻
訳
し
、
詩
を
書
く
材
料
と
す
る
。 

[ 

訳
注
・“H

e D
o the Police in Voices”

は
「
様
々
な
声
を
演
じ
わ
け
る
」
ぐ
ら
い
の
意
味
。
原
典
は
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
『
わ
れ
ら
が
共
通
の
友 O

ur M
utual Friend

』
。
作
中
の
人
物
ス
ロ
ッ

ピ
ー
が
様
々
な
調
子
で
警
察
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で
み
せ
る
。
Ｔ
．
Ｓ
．
エ
リ
オ
ッ
ト
は
後
に
『
荒
地 

The W
aste Land

』
と
題
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
執
筆
中
の
詩
を
、“H

e D
o the Police in D

ifferent 
Voices”

と
呼
ん
で
い
た
。] 

  



３
．
同
音
翻
訳 

発
音
は
で
き
る
が
完
全
に
は
理
解
で
き
な
い
外
国
語
に
よ
る
詩
作
品
を
と
り
上
げ
て
、
詩
の
音
に
従
っ
て

英
語
に
翻
訳
す
る
（
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
の "blanc" 

を “blank”

に
、"toute" 

を toot

に
。[

訳
注
：

意
味
が
違
っ
て
も
構
わ
ず
、
音
に
こ
だ
わ
っ
て
移
す
こ
と]

）
。Som

e exam
ples: Louis and C

elia 
Zukofsky's C

atullus., D
avid M

elnick's H
om

er at E
clipse: M

en in A
ida -- part one and 

part tw
o; R

on Sillim
an on hom

ophonic translation (his ow
n, M

elnick's, and C
hris 

Tysh's), and som
e exam

ples by C
harles B

ernstein -- from
 B

asque, from
 Portuguese  

and "Johnny C
ake H

ollow
" suite. —

 

そ
の
後
書
き
直
す
？  

[ 

訳
注
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
同
士
な
ど
近
い
種
の
言
語
で
な
い
と
難
し
い
。
日
本
語
で
試
み
る
な
ら
ば
韓
国

語
作
品
か
ら
か
。] 

  

４
．
辞
書
に
よ
る
翻
訳 

発
音
は
で
き
る
が
完
全
に
は
理
解
で
き
な
い
外
国
語
の
詩
を
と
り
上
げ
て
、
二
言
語
辞
書[

訳
注
：
英
和
辞

典
な
ど]

を
用
い
て
逐
語
訳
を
試
み
る
。（
そ
の
後
書
き
直
す
？
）
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト”Language Is a Virus” 

に
多
言
語
翻
訳
エ
ン
ジ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

  

５
．[

１
～
４
の
ア
レ
ン
ジ
及
び
ウ
ェ
ブ
上
の
翻
訳
サ
イ
ト
の
利
用] 

上
の
４
つ
の
翻
訳
を
用
い
た
手
法
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、"Lost in Translation" 

、"B
abel"

、”B
abelfish”

、 
Free Translation.com

 

や Logopoeia's Shortw
ave R

adio E
ngine

な
ど
の
翻
訳
エ
ン
ジ
ン
や
サ

イ
ト
を
用
い
て
試
し
て
み
る
。 

[ 

訳
注
・
翻
訳
サ
イ
ト
は
ど
こ
を
使
っ
て
も
よ
い
し
、
翻
訳
ソ
フ
ト
で
も
可
。] 

  

６
．[

複
数
人
に
よ
る
翻
訳] 

一
つ
の
詩
の
複
数
の
翻
訳
を
グ
ル
ー
プ
で
、
あ
る
い
は
一
人
で
試
み
る
。 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トPennSound

掲
載
の C

aroline B
ergvall

に
よ
る
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
複
数
の
翻
訳
か
ら
な
る
詩
を
参

照
。 

  

７
．
聞
き
間
違
い 

歌
の
歌
詞
、
決
ま
り
文
句
、
耳
に
し
た
会
話
、
ニ
ュ
ー
ス
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
、
そ
れ
も
聞
き
間
違
え
た
も
の
の
み
を
集
め
て
一
篇
の
詩
を
作
る
。
例
：K

enneth G
oldsm

ith, 
"H

ead C
itations" 

 



 
８
．
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
各
行
頭
、
行
末
、
行
中
の
文
字
を
綴
る
と
語
に
な
る
詩
）
的
な
偶
然 

ラ
ン
ダ
ム
に
本
を
選
ん
で
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
使
う
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
と
す
る
。
そ

の
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
の
各
文
字
ご
と
に
、
本
の
中
の
そ
れ
と
対
応
す
る
ペ
ー
ジ
（a

の
場
合
、
１
ペ
ー
ジ
、z

が
２
６
ペ
ー
ジ
と
し
て
）
、
そ
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
そ
の
文
字
か
ら
始
ま
る
語
か
ら
そ
れ
が
入
っ
た
行
か
文
の

最
後
ま
で
を
抜
き
出
し
て
、
詩
の
一
文
と
す
る
。
こ
れ
を
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
の
全
て
の
文
字
に
行
っ
て
第
一

連
と
し
、
一
行
分
け
を
挟
ん
で
別
の
本
か
ら
同
じ
作
業
を
繰
り
返
し
、
第
二
連
、
第
三
連
と
詩
を
作
っ
て

い
く
。(C

f.: Jackson M
ac Low

's Stanzas for Iris Lezak.) 

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
本
の

作
者
の
名
前
を
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
り
、
自
分
の
名
前
や
友
人
の
名
前
を
用
い
た
り
、
異
な
っ
た
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
の
本
を
意
識
し
て
選
ん
だ
り
、
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
作
る
別
の
手
段
を
試
す
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
ウ
ェ
ブ
上
の M

ac Low
 diastic engine 

を
用
い
て
も
よ
い
。 

[

訳
注
・
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
例
、 

 
 
 
 

あ
い
ず
を
お
く
る 

 
 
 
 

い
き
な
り
な
ぐ
る 

 
 
 
 

し
ん
じ
ゃ
あ
だ
め
と 

 
 
 
 

て
の
り
ぱ
ん
だ
と 

 
 
 
 

る
び
ー
を
あ
げ
る 

 
 

] 
  

９
．
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
の
帽
子 

グ
ル
ー
プ
の
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
一
語
（
あ
る
い
は
一
句
、
一
行
）
ず
つ
を
紙
に
書
き
、
帽
子
の
中
に
入
れ

る
。
で
た
ら
め
に
引
き
出
し
て
、
出
た
順
番
そ
の
ま
ま
に
並
べ
て
詩
と
す
る
。
（
ひ
と
り
で
や
る
場
合
、
本

や
新
聞
、
雑
誌
か
ら
、
言
葉
や
行
を
抜
き
出
し
て
帽
子
の
中
に
入
れ
て
行
う
。
） 

  

１
０
．
バ
ロ
ウ
ズ
の
「
折
り
こ
み(fold-in)

」 

新
聞
・
雑
誌
記
事
の
ペ
ー
ジ
を
複
数
枚
用
意
し
、
各
ペ
ー
ジ
を
縦
に
［
訳
注
：
縦
書
き
な
ら
横
に
］
半
分

に
切
る
。
元
と
は
違
う
ペ
ー
ジ
同
士
を
貼
り
合
わ
せ
る(C

f.: W
illiam

 B
urroughs’s The Third M

ind.)

。

パ
ソ
コ
ン
でLazarus cut-up engine

を
用
い
る
と
同
様
の
こ
と
が
自
動
に
行
え
る
。
他
に
も
、 

"Language Is a Virus:" C
ut U

p M
achine,  Slice-n-D

ice,  E
xquisite C

adavulator,  &
 

G
od's R

ude W
ireless

、Ron Starr's travesty engine

な
ど
が
使
え
る
。  

  

１
１
．
一
般
的
な
「
つ
ぎ
は
ぎ
法(cut-ups)

」 

既
存
の
情
報
ソ
ー
ス
か
ら
拾
っ
た
言
葉
の
み
を
構
成
し
て
詩
を
つ
く
る
。
同
じ
情
報
ソ
ー
ス
を
一
つ
の
詩

に
、
次
い
で
幾
つ
か
の
詩
に
用
い
て
み
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
ソ
ー
ス
を
試
す
こ
と
。
文
学
、
歴
史
、



雑
誌
、
広
告
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
辞
書
、
手
引
書
、
紀
行
文
、
な
ど
な
ど
。
上
の
項
目
に
あ
るcut-up

エ
ン

ジ
ン
を
参
照
。 

  

１
２
．
寄
せ
集
め
詩
文 

元
ネ
タ
と
な
る
詩
を
幾
つ
か
選
び
、
そ
の
中
の
行
を
抜
き
出
し
コ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
。 

[

訳
注
・
一
行
の
中
身
は
変
え
な
い
こ
と
。] 

  

１
３
．
直
列
文 

様
々
な
本
や
そ
の
他
の
情
報
ソ
ー
ス
か
ら
一
文
ず
つ
を
選
び
出
す
。
自
分
で
作
っ
た
文
も
加
え
る
。
そ
れ

を
合
わ
せ
て
一
つ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
し
、
一
番
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
る
ま
で
順
列
組
み
換
え
を
行
う
。 

  

１
４
．
置
き
換
え
法
（
１
）
―
―
「
狂
っ
た
胸
骨
」 

詩
作
品
（
他
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ク
ス
ト
で
も
可
）
を
用
意
し
、
各
行
の
３
～
４
語
を
品
詞
の
種
類
を
記
録
し

て
空
白
と
す
る
。
元
の
文
脈
を
思
い
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
品
詞
の
指
定
に
従
っ
て
空
白
を
埋
め
る
。 

  

１
５
．
置
き
換
え
法
（
２
）
―
―
「
７
ア
ッ
プ･

オ
ア･

ダ
ウ
ン
」 

よ
く
知
ら
れ
た
詩
作
品
（
他
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ク
ス
ト
で
も
可
）
を
と
り
上
げ
、
す
べ
て
の
名
詞
、
形
容
詞
、

副
詞
、
動
詞
を
同
じ
品
詞
の
他
の
語
で
置
き
換
え
る
。
置
き
換
え
る
の
に
用
い
る
語
は
辞
書
で
元
の
語
を

調
べ
、
７
項
目
上
（
か
下
）
に
あ
る
語
を
使
う
（
品
詞
が
合
わ
な
い
な
ど
不
適
切
な
場
合
は
、
適
切
な
言

葉
に
当
た
る
ま
で
８
項
目
上
（
か
下
）
、
９
項
目
上
（
か
下
）
と
一
つ
ず
つ
調
べ
て
い
っ
て
選
ぶ
こ
と
）。 (C

f.: 
Lee A

nn B
row

n's "Pledge" &
 M

ichael M
agee's "Pledge" (go to p.37 of pdf of M

orning 
C

onstitutional) or C
lark C

oolidge and Larry Fagin, O
n the Pum

ice of M
orons; or 

B
ernadette M

ayer's "B
efore Sextet". 

[

訳
注
：
前
置
詞
な
ど
の
機
能
語
は
変
え
な
い
。
日
本
語
で
や
る
場
合
は
、
助
詞
、
助
動
詞
な
ど
は
残
す
。] 

  

１
６
．Substitution (3)

―
―
発
見
と
置
き
換
え 

元
テ
ク
ス
ト
の
中
の
あ
る
一
語
を
選
び
、
テ
ク
ス
ト
中
の
そ
の
語
を
す
べ
て
別
の
語
か
フ
レ
ー
ズ
で
置
き

換
え
る
。
こ
の
操
作
を
同
じ
元
テ
ク
ス
ト
を
使
っ
て
、
入
れ
替
え
語
の
フ
レ
ー
ズ
が
ど
ん
ど
ん
長
く
な
る

よ
う
に
し
て
続
け
て
い
く
。 

  



１
７
．
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
詩 

２
６
語
か
ら
な
る
詩
を
、
各
語
の
頭
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
な
る
よ
う
に
し
て
書
く
。
も
う
一
篇
は
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
を
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
て
書
く
。 

[

訳
注
・
日
本
語
だ
と
「
あ
い
う
え
お
」
か
。
他
の
既
存
の
音
の
配
列
で
も
可
。] 

  

１
８
．
頭
韻 

す
べ
て
の
単
語
が
同
じ
文
字
か
ら
始
ま
る
よ
う
な
詩
を
書
く
。 

  

１
９
．
組
み
替
え
（
１
） 

詩
を
一
篇
書
き
、
真
ん
中
辺
り
で
半
分
に
切
り
、
そ
れ
か
ら
元
の
後
半
が
前
に
、
前
半
が
後
ろ
に
な
る
よ

う
に
組
み
替
え
る
。 

  

２
０
．
組
み
替
え
（
２
）
―
―
倍
加 

第
１
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
一
文
で
始
め
、
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
文
の
数
が
２
倍
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
書
く
。
各

パ
ラ
グ
ラ
フ
は
前
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
使
わ
れ
た
言
葉
を
す
べ
て
含
ん
で
い
る
こ
と
。 (C

f. R
on 

Sillim
an's K

etjak) 
  

２
１
．
協
同
創
作 

二
人
か
そ
れ
以
上
の
人
数
で
、
数
語
、
数
行
、
数
連
交
替
で
書
い
て
い
く
（
連
鎖
あ
る
い
は
レ
ン
ガ[
連
歌]
）
。

同
時
に
書
い
た
り
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
り
、
書
き
直
し
た
り
、
編
集
し
た
り
、
前
に
つ
く
っ
た
ヴ
ァ
ー
ジ

ョ
ン
に
書
き
足
し
て
み
た
り
様
々
な
こ
と
を
試
す
。
実
際
に
会
っ
て
、e

メ
ー
ル
で
、
郵
便
を
使
っ
て
と
、

ど
う
い
う
や
り
方
で
も
可
能
で
あ
る
。 

   ２
２
．
集
団
ソ
ネ
ッ
ト 

１
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
１
０
語
（
別
の
数
も
可
）
か
ら
な
る
一
行
詩
を
索
引
カ
ー
ド
に
書
く
。
面
白
く
な
る

よ
う
に
並
べ
替
え
る
。
あ
る
い
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
前
に
書
か
れ
た
行
を
読
ん
だ
あ
と
、
一
行
ず
つ

付
け
加
え
て
い
っ
て
詩
を
作
る
。
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
、
人
数
も
自
由
に
変
え
て
試
す
こ
と
。 

  

２
３
．
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
風
共
同
言
語
イ
ヴ
ェ
ン
ト
（
Ⅰ
）（
二
人
以
上
用
） 

一
人
が
他
に
見
せ
な
い
よ
う
に
質
問
を
一
つ
書
き
出
す
。
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
時
に
、
別
の
一
人
が
答
え



を
書
く
。
こ
う
し
て
書
か
れ
る
幾
つ
も
の
Ｑ
＆
Ａ
を
並
べ
て
詩
と
す
る
。
別
の
か
た
ち
―
―
一
つ
の
質
問

に
、
幾
つ
も
の
答
え
を
用
意
す
る
。
あ
る
い
は
、
幾
つ
も
の
質
問
に
一
つ
の
答
え
で
も
可
。For exam

ple: 
" W

hat is the pink elephant? The reason w
hy it is so cold this w

eek.// Is the door locked? 
/ I have been faithful to thee, C

ynara! in m
y fashion." (C

f: Robert D
esnos's ":Language 

E
vents.") (C

f: R
obert D

esnos's ":Language E
vents.")  

  

２
４
．
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
風
共
同
言
語
イ
ヴ
ェ
ン
ト
（
Ⅱ
）（
二
人
以
上
用
） 

一
人
が
他
に
見
せ
な
い
よ
う
にif
やw

hen

で
始
ま
る
節[

訳
注
：
日
本
語
で
あ
れ
ば
「
な
ら
ば
」
や
「
と

き
」
で
終
わ
る
節]

を
書
き
、
二
人
目
は
そ
れ
を
見
な
い
で
、
仮
定
法
か
未
来
時
制
で
後
に
続
く
節
を
書
く[

訳

注
・
日
本
語
で
は
あ
ま
り
法
や
時
制
は
気
に
し
な
く
て
よ
い
だ
ろ
う]

。For exam
ple: "W

hen 
candlelight proves disastrous for perform

ing an appendectom
y / Peacocks and crocodiles 

w
ould dance on the N

ile at noon. //  If H
om

er’s brother is cannibalized in the forum
 by 

the barbarians / A puppy dog w
ould go to lasco.// If M

arx w
as born in B

oise /Then the 
w

orld w
ould eat nothing but purple-colored ice cream

." 
  

２
５
．［
空
白
］ 

こ
の
実
験
は
意
図
的
に
空
白
に
し
て
あ
る
。 

  

２
６
．
修
正
版
「
優
雅
な
る
死
体
」 

グ
ル
ー
プ
で
、
ひ
と
り
に
つ
き
一
行
ず
つ
書
き
、
紙
を
折
っ
て
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
次
の
メ
ン
バ
ー

に
回
し
て
い
く
。 

[

訳
注
・
「
優
雅
な
る
死
体 cadavre exquis

」
は
フ
ラ
ン
ス
の
初
期
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
達
の
実
験
。] 

  

２
７
．[

自
動
筆
記] 

書
き
な
が
ら
考
え
て
い
る
こ
と
を
出
来
る
限
り
忠
実
に
書
い
て
い
っ
て
詩
に
す
る
。
編
集
し
て
内
容
を
削

っ
た
り
し
な
い
こ
と
。
何
を
言
お
う
か
計
画
す
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
だ
け
素
早
く
書
い
て
い
く
。 

  

２
８
．
自
動
操
縦
士 

で
き
る
か
ぎ
り
何
を
書
い
て
い
る
か
を
考
え
な
い
よ
う
に
つ
と
め
な
が
ら
、
構
文
、
文
法
、
話
の
筋
や
論

理
を
編
集
し
た
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
速
く
書
く
。
こ
れ
を
１
時
間
、
２
時
間
、
３
時
間
と
で
き
る
限
り
長

く
続
け
る
。
何
を
書
い
た
か
を
見
直
し
た
り
、
周
り
を
見
た
り
し
な
い
こ
と
。 



 
２
９
．
夢
の
仕
事 

３
０
日
間
、
毎
朝
い
ち
ば
ん
に
、
そ
の
夜
見
た
夢
を
書
き
取
る
。
翻
訳
や
カ
ッ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
偶
然
性

の
操
作
を
こ
の
素
材
に
ほ
ど
こ
す
。
各
々
の
夢
の
長
さ
を
二
倍
に
す
る
。
足
し
た
り
、
変
更
し
た
り
、
並

べ
替
え
た
り
し
て
、
複
数
の
夢
を
一
つ
の
詩
に
織
り
込
む
。
す
べ
て
の
言
述
を
否
定
形
に
し
た
り
、
反
対

に
し
た
り
す
る
（
「
私
は
丘
を
く
だ
っ
た
」
を
「
私
は
丘
を
の
ぼ
っ
た
」
に
、「
私
は
し
な
か
っ
た
」
を
「
私

は
し
た
」
に
）。
友
人
の
夢
を
借
り
て
、
同
じ
操
作
を
行
う
。 

  

３
０
．[

新
造
語
あ
る
い
は
ナ
ン
セ
ン
ス] 

全
体
が
新
造
語
あ
る
い
は
ナ
ン
セ
ン
ス
な
語
、
単
語
の
断
片
か
ら
な
る
詩
。 (C

f.: Lew
is Carroll's 

"Jabberw
ocky", K

hlebnikov's zaum
, Schw

itters "U
r Sonata." P. Inm

an's, O
cker, Platin  

and U
neven D

evlelpm
ent  and D

avid M
elnick's Pcoet. (via E

clipse). A
lso: "Johnny 

C
ake H

ollow
" suite. N

eil H
ennessy

のJA
B

B
E

R
: The Jabberw

ocky E
ngine

を
用
い
て
語
彙

を
生
み
出
し
て
使
用
す
る
。A

lso see The International D
ictionary of N

eologism
s. 

  

３
１
．[

繰
り
返
し
と
穴
埋
め] 

全
行
が
「
私
は
か
つ
て
＿
＿
＿
＿
＿
だ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
＿
＿
＿
＿
＿
＿
だ
。」
の
空
白
を
埋
め
た
文
か

ら
な
る
詩
。 ("I used to w

rite poem
s, but now

 I just do experim
ents"; "I used to m

ake 
sense, but now

 I just m
ake poem

s.") 
  

３
２
．[

言
い
た
い
こ
と
の
リ
ス
ト] 

あ
な
た
が
両
親
、
恋
人
、
兄
弟
姉
妹
、
子
供
、
教
師
、
ル
ー
ム
メ
イ
ト
、
親
友
、
市
長
、
大
統
領
、
会
社

の
重
役
な
ど
に
言
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
決
し
て
言
わ
な
い
で
あ
ろ
う
言
葉
だ
け
か
ら
な
る
詩
を
書
く
。 

  

３
３
．[

聴
衆
を
想
像
し
て] 

同
じ
一
つ
の
文
や
連
を
、
ま
る
で
静
か
に
独
り
言
で
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
、
小
さ
く
さ
さ
や
く
よ
う
に
、
親

し
い
人
に
打
ち
明
け
る
よ
う
に
、
小
集
団
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
、
大
人
数
の
前
で
話
す
よ
う
に
、
と
書

き
替
え
る
。 

  

３
４
．[

耳
に
し
た
会
話] 

耳
に
し
た
他
人
の
会
話
だ
け
か
ら
な
る
詩
。(See K

enneth G
oldsm

ith's Soliloquy.) 



 
３
５
．
非
文
学
的
形
式 

索
引
、
目
次
、
便
概
、
想
像
上
の
あ
る
い
は
現
実
の
製
品
の
広
告
、
な
ど
の
形
式
で
詩
を
書
く
。N

icolàs 
G

uillén &
 Tan Lin' "Index" (forthcom

ing), an instruction m
anual, a travel guide, a quiz 

or exam
ination, etc.  

  

３
６
．
真
似 

好
き
な
詩
人
、
嫌
い
な
詩
人
取
り
混
ぜ
て
１
２
人
を
と
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
を
用
い
て
い
一

篇
ず
つ
詩
を
書
く
。
そ
の
作
者
の
「
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
詩
に
贋
作
と
し
て
で
き
る
だ
け
近
づ
け
る

よ
う
に
。 

  

３
７
．[

対
象
抜
き
の
詩] 

も
の
（
対
象
）
を
出
さ
な
い
で
詩
を
書
く
。 

  

３
８
．[

対
象
を
一
つ
に
絞
る] 

一
つ
の
「
も
の
」
を
対
象
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
詩
を
書
く
。
参
照
：
ポ
ン
ジ
ュ
の
オ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
の

詩
。 

［
訳
注
・
谷
川
俊
太
郎
の
『
定
義
』
］ 

  

３
９
．
後
ろ
向
き
に 

自
分
の
あ
る
い
は
他
人
の
詩
の
行
の
順
番
を
反
対
に
す
る
、
あ
る
い
は
変
更
す
る
。
次
に
、
語
順
を
反
対

に
す
る
。
あ
る
い
は
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
す
る
。 

  

４
０
．[

代
名
詞
な
し
の
自
伝] 

代
名
詞
を
一
切
用
い
ず
に
自
伝
的
詩
を
書
く
。 

  

４
１
．
注
意 

一
時
間
の
あ
い
だ
、
耳
に
入
っ
て
く
る
こ
と
を
す
べ
て
書
き
取
る
。 

 

４
２
．
ブ
レ
イ
ナ
ー
ド
の
記
憶 



す
べ
て
の
行
が
「
私
は
覚
え
て
い
る 

"I rem
em

ber ..."

」
で
始
ま
る
詩
。 (C

f.: Joe B
rainard's I 

R
em

em
ber &

 audio from
 U

B
U

 ) . ALSO
: B

rainard's: Im
aginary Still Lifes  

  

４
３
．「
ど
ん
底
」 

自
分
が
考
え
う
る
最
悪
の
詩
を
書
く
。 

  

４
４
．
数
え
る 

一
行
・
一
文
の
単
語
数
、
一
連
・
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
行
数
、
一
篇
に
含
ま
れ
る
連
・
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
数
な

ど
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
数
字
の
パ
タ
ー
ン
を
当
て
は
め
て
詩
を
書
く
。
文
字
数
や
シ
ラ
ブ
ル
（
音
節
）
数
を

使
っ
て
も
よ
い
。
複
雑
な
数
列
、
シ
ン
プ
ル
な
決
ま
っ
た
数
の
パ
タ
ー
ン
そ
れ
ぞ
れ
で
試
し
て
み
る
。 

  

４
５
．[

眠
り
に
入
る
／
か
ら
醒
め
る
瞬
間] 

眠
り
に
落
ち
ん
と
す
る
瞬
間
に
詩
を
書
く
。
毎
晩
眠
る
瞬
間
、
あ
る
い
は
目
覚
め
た
瞬
間
に
一
行
ず
つ
書

い
て
い
く
。 

  

４
６
．［
一
時
削
除
］ 

さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
た
め
に
削
除
。 

  

４
７
．
リ
ス
ト
詩
（
１
） 

長
い
時
間
か
け
て
集
め
た
好
き
な
単
語
や
フ
レ
ー
ズ
か
ら
な
る
詩
を
書
く
。
一
つ
の
本
か
ら
好
き
な
言
葉

を
と
り
上
げ
る
。 

［
日
本
語
の
例
・
田
中
宏
輔
「Pooh on the H

ill

。
」 

当
サ
イ
ト
、
言
語
実
験
工
房
に
掲
載
］ 

  

４
８
．
リ
ス
ト
詩
（
２
） 

全
体
が
「
も
の
」
の
リ
ス
ト
で
で
き
た
詩
。
同
種
の
も
の
、
異
種
の
も
の
、
双
方
の
リ
ス
ト
で
も
試
す
。（
一

般
的
な
リ
ス
ト
を
あ
げ
る
と
、
買
い
物
の
リ
ス
ト
、
や
る
べ
き
こ
と
の
リ
ス
ト
、
花
や
石
の
リ
ス
ト
、
色

の
リ
ス
ト
、
在
庫
リ
ス
ト
、
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ス
ト
、
名
前
の
リ
ス
ト
・
・
・
）
。 

  

４
９
．
時
系
列
詩 



現
実
あ
る
い
は
想
像
上
の
関
連
し
た
出
来
事
が
起
こ
っ
た
日
付
の
リ
ス
ト
を
こ
し
ら
え
る
。 

  

５
０
．
筆
記 

友
人
と
の
電
話
や
生
の
会
話
を
録
音
す
る
。
そ
こ
か
ら
書
き
取
っ
た
言
葉
だ
け
で
詩
を
構
成
す
る
。 

  

５
１
．
キ
ャ
ン
セ
ル 

す
べ
て
の
行
が
前
の
行
を
否
定
す
る
よ
う
に
一
行
ず
つ
を
書
い
て
い
く
（
「
私
が
あ
な
た
の
前
に
立
つ
と
／

私
は
あ
な
た
の
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
」
）。 

  

５
２
．
抹
消 

自
作
の
、
あ
る
い
は
他
人
の
詩
を
と
り
上
げ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
言
葉
を
抹
消
し
、
残
り
の
言
葉
を
書
き
直

し
て
自
分
の
新
し
い
詩
と
す
る
。 (C

f.: R
onald Johnson's R

A
D

I  O
S from

 M
ilton.) 

  

５
３
．［
１
か
ら
１
０
］ 

１
語
か
ら
な
る
詩
か
ら
１
０
語
か
ら
な
る
詩
ま
で
、
１
０
篇
を
順
番
に
書
い
て
い
く
。
並
べ
替
え
る
。 

  

５
４
．［
質
問
の
み
］ 

全
体
が
質
問
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
詩
。 

  

５
５
．［
指
示
の
み
］ 

全
体
が
指
示
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
詩
。 

  

５
６
．［
第
一
行
の
み
］ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
（
第
一
行
）
ば
か
り
で
で
き
た
詩
（
ま
ず
自
分
で
考
え
た
も
の
で
、
次
い
で
情

報
ソ
ー
ス
を
用
い
て
）
。 

  

５
７
．［
品
詞
の
追
加
］ 

ま
ず
前
置
詞
だ
け
で
で
き
た
詩
、
つ
い
で
前
置
詞
と
あ
と
も
う
１
つ
の
品
詞
で
で
き
た
詩
、
さ
ら
に
も
う



１
つ
品
詞
を
加
え
て
（
前
置
詞
＋
２
つ
の
品
詞
で
）
詩
を
書
く
。(C

f: C
lark C

oolidge's "O
flenths").  

  

５
８
．［
８
つ
の
品
詞
］ 

一
行
が
８
つ
の
品
詞
を
す
べ
て
使
っ
た
８
語
か
ら
な
る
詩
。 

［
訳
注
・
英
語
の
８
つ
の
品
詞
・
・
・
名
詞
、
代
名
詞
、
動
詞
、
形
容
詞
、
副
詞
、
前
置
詞
、
接
続
詞
、

間
投
詞
（
冠
詞
を
入
れ
て
９
つ
の
品
詞
と
す
る
場
合
も
）
］ 

  

５
９
．［
１
行
Ｘ
語
］ 

１
行
が
１
語
の
み
で
で
き
た
詩
を
書
き
、
１
行
が
２
語
で
で
き
た
詩
を
書
き
、
１
行
が
３
語
で
で
き
た
詩

を
書
く
。 

  

６
０
．［
２
０
語
］ 

２
０
語
を
選
ぶ
。
自
分
で
つ
く
っ
た
リ
ス
ト
で
も
、
す
で
に
あ
っ
た
リ
ス
ト
で
も
よ
い
。
そ
の
２
０
語
の

み
を
用
い
て
、
詩
を
３
篇
書
く
。 

  

６
１
．
同
時
性 

書
か
れ
る
出
来
事
が
す
べ
て
同
時
に
起
き
る
詩
。 

  

６
２
．
非
同
時
性 

書
か
れ
る
す
べ
て
の
事
柄
が
べ
つ
べ
つ
の
場
所
、
べ
つ
べ
つ
の
時
に
起
こ
る
詩
。 

  

６
３
．
視
覚
詩 

視
覚
性
あ
る
い
は
「
具
体
性
」
が
強
い
詩
を
、
語
彙
的
な
要
素
と
そ
れ
以
外
（
絵
的
）
の
要
素
の
組
み
合

わ
せ
を
書
く
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
字
体
、
ペ
ー
ジ
上
で
の
文
字
の
配
置
な
ど
で
遊
ぶ
こ
と
。(See 

U
B

U
W

E
B

 for m
any exam

ples,) 
  

６
４
．
音
楽
を
聴
き
な
が
ら 

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
詩
の
連
を
、
あ
る
い
は
詩
を
幾
つ
か
書
く
。
音
楽
を
変
え
な
が
ら
一
連
、
あ
る
い
は

詩
一
篇
を
書
い
て
い
く
。 



 
６
５
．
削
除 

各
文
の
後
半
を
消
す
。 

  

６
６
．
言
い
わ
け
の
リ
ス
ト 

言
い
わ
け
の
み
で
出
来
た
詩
。 

  

６
７
．
ほ
ろ
酔
い
日
記 

思
考
・
経
験
・
予
想
・
期
待
の
小
さ
い
も
の
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
複
数
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
辿
っ
て
、
行
き

来
す
る
よ
う
な
日
記
を
書
く
。(C

f.. H
annah W

einer's C
lairvoyant Journal.) 

  

６
８
．「
色
の
散
歩
」 

街
の
一
ブ
ロ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
田
舎
道
を
一
マ
イ
ル
歩
い
て
、
出
来
る
限
り
た
だ
一
つ
の
色
に
注
意
を
払

う
。
こ
の
一
色
の
見
ら
れ
る
す
べ
て
の
も
の
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
色
に
つ
い
て
書
く
。 

  

６
９
．
即
興 

誰
か
に
詩
の
タ
イ
ト
ル
や
ト
ピ
ッ
ク
を
示
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
に
応
じ
て
す
ぐ
さ
ま
詩
を
書
く
。
こ
れ
を

す
ば
や
く
連
続
し
て
、
各
詩
５
分
以
内
で
書
く
。 

  

７
０
．
否
定
／
反
対 

詩
の
中
の
フ
レ
ー
ズ
や
文
を
す
べ
て
否
定
形
に
す
る
。
あ
る
い
は
元
テ
ク
ス
ト
の
中
の
言
葉
を
選
ん
で
、

反
意
語
に
置
き
換
え
る
。
「
私
は
ビ
ー
チ
に
行
っ
た
」
を
「
私
は
オ
フ
ィ
ス
に
行
っ
た
」
、
「
私
は
立
ち
上
が

っ
た
」
を
「
彼
女
は
座
っ
た
」
、
「
私
は
や
る
つ
も
り
だ
」
を
「
私
は
し
な
い
」
に
、
な
ど
。
別
の
パ
タ
ー

ン
と
し
て
、
詩
を
一
篇
と
り
上
げ
、
行
や
フ
レ
ー
ズ
ご
と
に
内
容
を
変
え
て
い
く
。
反
対
の
意
味
で
は
な

く
、
た
だ
違
っ
た
意
味
に
す
る
。 

［
日
本
語
の
例
・
荒
木
時
彦
「
ア
レ
ゴ
リ
ー
（
５
１
）」
。
４
９
．
リ
ス
ト
詩
（
１
）
の
手
法
と
併
用
。
］ 

  

７
１
．
グ
ー
グ
ル
詩 

Leevi Lehto

の
エ
ン
ジ
ン
（patterns

の
機
能
を
使
う
）
を
用
い
て
詩
を
構
築
す
る
。B

ill Luom
o's 

Lizardo

の
エ
ン
ジ
ン
で
も
よ
い
（
が
今
は
ウ
ェ
ブ
上
に
な
い
）
。M

. Silem
 M

oham
m

ad

の D
eer 



H
ead N

ation

に
基
づ
く
別
パ
タ
ー
ン
―
―
グ
ー
グ
ル
の
検
索
結
果
を
元
ネ
タ
と
し
て
詩
に
使
用
す
る
。

ど
れ
だ
け
削
っ
て
も
い
い
が
、
何
も
付
け
加
え
な
い
よ
う
に
。
多
く
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
あ

る
。See also: The Apostrophe E

ngine, the source for Apostrophe: The B
ook by B

ill 
K

ennedy and D
arren W

ershler-H
enry. [N

.B
.:M

oham
m

ed 

はD
eer H

ead N
ation

の
製
作
方

法
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
グ
ー
グ
ル
に
キ
ー
ワ
ー
ド
や
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
を
入
れ
て
検
索
し
、
検

索
結
果
と
し
て
出
て
き
た
テ
ク
ス
ト
を
直
接
に
使
う
。
私
は
テ
ク
ス
ト
を
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド
に

ペ
ー
ス
ト
し
て
、
ど
ん
ど
ん
言
葉
を
削
っ
て
い
っ
て
、
結
果
が
自
分
に
と
っ
て
面
白
く
な
る
ま
で
そ
れ
を

続
け
た
。
そ
れ
か
ら
丁
寧
に
、
慎
重
に
言
葉
を
絞
り
込
ん
だ
。
」 

［
日
本
語
の
例
・
湊
圭
史
「
〈
狂
牛
病 

愛 

音
楽 

雪 

椅
子 

鳥
〉
」 

当
サ
イ
ト
、
言
語
実
験
工
房

に
掲
載
。
検
索
結
果
と
し
て
出
た
複
数
の
ペ
ー
ジ
を
用
い
て
い
る
。］ 

  

７
２
．
フ
ラ
ー
フ FLA

R
F 

こ
の
手
法
の
拡
張
型
は
こ
の
リ
ス
ト
と
は
独
立
し
て
開
発
さ
れ
、
「
フ
ラ
ー
フ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

実
験
リ
ス
ト
の
た
め
の
独
占
リ
ポ
ー
ト "The Flarf Files" 
に
、M

ichael M
agree

の
解
説
が
あ
る
。 

（"The Flarf Files" http://epc.buffalo.edu/authors/bernstein/syllabi/readings/flarf.htm
l

） 
  

７
３
．
デ
ー
タ
掘
り
起
こ
し 

前
の
二
つ
の
手
法
の
発
展
型
。
ウ
ェ
ブ
上
の
サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
や
そ
の
他
の
デ
ー
タ
掘
り
起
こ
し
方
法
を

用
い
て
詩
を
書
く
。For exam

ple, K
arri K

okko's Shadow
 Finlandia: A

n E
xtract ( tr. Lehto): 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
ブ
ロ
グ
に
あ
っ
た
鬱
々
と
し
て
、
暗
く
て
、
陰
気
な
コ
メ
ン
ト
を
断
片
と
し
て
コ
ラ

ー
ジ
ュ
し
た
も
の
。 

  

７
４
．［
グ
ー
グ
リ
ズ
ム
］ 

グ
ー
グ
リ
ズ
ム
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
、
ひ
と
つ
の
名
前
や
言
葉
に
基
づ
い
た
詩
を
書
く
。 

［
訳
注
・
グ
ー
グ
リ
ズ
ム G

ooglism
.com

 

名
前
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
に
記
載
さ
れ
た
そ
の
属
性
を
ま
と
め
て

表
示
す
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
。http://w
w

w.googlism
.com

/

］ 
  

７
５
．
多
言
語
詩 

数
ヶ
国
語
が
単
一
の
詩
の
な
か
で
統
合
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
詩
。 

  

７
６
．
画
像
に
添
え
て 



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
雑
誌
か
ら
い
く
つ
か
の
画
像
を
と
り
上
げ
て
、
そ
れ
に
添
え
る
詩
を
書
く
。 

  

７
７
．
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
１
０
１
．
１ 

始
め
は
他
人
の
、
次
に
自
作
の
詩
を
と
り
上
げ
て
、
違
っ
た
フ
ォ
ン
ト
や
違
っ
た
ペ
ー
ジ
の
サ
イ
ズ
を
使

い
な
が
ら
１
０
個
の
異
な
っ
た
か
た
ち
に
組
み
直
す
。
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
版
も
作
る
。 

  

７
８
．
見
か
け
の
変
更 

詩
作
品
（
最
初
は
他
の
人
の
、
次
に
自
作
）
を
と
り
上
げ
、
語
順
は
変
え
な
い
で
行
分
け
や
見
か
け
を
変

更
す
る
。
こ
れ
を
五
回
行
う
。
自
由
な
配
置
と
語
数
な
ど
を
そ
ろ
え
た
配
置
を
両
方
行
う
こ
と
。 

  

７
９
．
ス
テ
イ
シ
ー
・
ド
リ
ス
作
の
実
験 

Ⅰ
．
セ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
の
詩
を
書
く
（
あ
る
い
は
、
自
分
が
す
で
に
書
い
た
セ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
の
詩

を
と
り
上
げ
る
）
。
セ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
語
彙
を
、
戦
争
に
関
す
る
語
彙
に
置
き
換
え
、
書
き
直
す
。 

Ⅱ
．
愛
に
つ
い
て
の
詩
を
書
く
（
あ
る
い
は
、
自
分
が
す
で
に
書
い
た
愛
に
つ
い
て
の
詩
を
と
り
上
げ
る
）
。

恋
愛
に
関
す
る
語
彙
を
、
政
府
に
関
す
る
語
彙
に
置
き
換
え
、
書
き
直
す
。 

Ⅲ
．
神
と
宗
教
に
つ
い
て
の
詩
を
書
く
（
あ
る
い
は
、
自
分
が
す
で
に
書
い
た
神
や
宗
教
に
つ
い
て
の
詩

を
と
り
上
げ
る
）
。
信
仰
や
神
に
関
す
る
語
彙
を
、
そ
の
政
策
に
あ
な
た
が
反
対
で
あ
る
政
治
家
に
関
す
る

語
彙
に
置
き
換
え
、
書
き
直
す
。 

  

８
０
．［
リ
ポ
グ
ラ
ム
］ 

C
hristian B

ök

に
よ
る
リ
ポ
グ
ラ
ム E

unoia 

は
ひ
と
つ
の
母
音
（
字
）
だ
け
［
そ
の
他
の
母
音
（
字
）

は
使
え
な
い
］
が
入
っ
た
単
語
の
み
（
Ｏ
の
場
合
、”Yoko O

no”

）
で
で
き
た
５
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

出
来
て
い
る
。
こ
れ
は
悪
名
高
い
ウ
リ
ポ
風[

次
の
項
目
参
照]

の
制
限
を
思
い
出
さ
せ
る
手
法
で
あ
る
（
例

え
ば
、Perec

のnover La D
isparition 

で
は
、”e”

の
字
が
排
除
さ
れ
て
い
る
）
。E

unoia

と
同
様
の

手
法
で
詩
を
書
く
。［
訳
注
・
リ
ポ
グ
ラ
ム
（
字
忌
み
文
）
は
、
あ
る
文
字
を
含
む
語
を
全
く
用
い
な
い
文
・

詩
。
］ 

  

８
１
．Proliferating styles. 

一
九
四
七
年
、「
ウ
リ
ポ O

uvroir de Littérature Potentielle

（
潜
在
的
文
学
の
工
房
）
」
の
創
立
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
レ
イ
モ
ン
・
ク
ノ
ー
が
、
同
じ
ひ
と
つ
の
物
語
を
９
９
通
り
に
語
っ
た
『
文
体
練
習
』[

邦

訳
あ
り]

を
出
版
し
た
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
９
９
の
手
法
す
べ
て
が
こ
の
リ
ス
ト
で
と
り
上
げ
る
に
値
い



す
る
が
、
こ
こ
で
数
え
上
げ
た
り
説
明
し
た
り
す
る
よ
り
は
実
際
に
『
文
体
練
習
』
を
手
に
と
っ
て
い
た

だ
い
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
目
的
に
そ
っ
て
（
目
的
と
い
う
言
葉
が
あ
ま
り
に
目
的
論
的
に

響
か
な
け
れ
ば
よ
い
が
）
、
始
め
に
思
い
つ
い
た
出
来
事
、
ム
ー
ド
、
主
題
、
描
写
、
概
念
や
も
ち
ろ
ん
物

語
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
実
験
リ
ス
ト
に
あ
げ
ら
れ
た
手
法
す
べ
て
を
試
す
こ
と
も
可
能
だ
、
と
い
う
の

に
留
め
て
お
こ
う
。
最
終
的
に
何
の
た
め
か
は
〈
影
〉
の
み
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
し
、
も
し
か
す

る
と
〈
影
〉
も
そ
れ
を
知
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 [

訳
注
・
ウ
リ
ポ O

uLiPo 
は
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
実
験
グ
ル
ー
プ
。] 

  

８
２
．
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
詩 

例
：
レ
イ
モ
ン
・
ク
ノ
ー
の
「
百
兆
の
詩
篇
」
。 

  

８
３
．［
読
み
へ
の
応
用
、
創
作
へ
の
再
応
用
］ 

こ
の
リ
ス
ト
の
中
の
元
テ
ク
ス
ト
を
使
っ
た
実
験
手
法
を
、
既
成
の
詩
を
読
む
手
段
と
し
て
用
い
る
。
つ

ま
り
、
「
創
造
的
読
解
」
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
な
道
具
と
し
て
。
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
、

"D
eform

ative C
riticism

" (Jerom
e M

cG
ann 

と Lisa Sam
uel

の
用
語)

の
手
法
で
も
っ
て
詩
を
研

究
す
る
。
例
え
ば
、
一
篇
の
詩
を
と
り
上
げ
、
視
覚
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
は
壊
さ
な
い
よ
う
に
一
つ
の
品
詞

を
除
い
て
は
す
べ
て
消
去
す
る
。
あ
る
い
は
後
ろ
か
ら
読
む
。
あ
る
い
は
順
番
を
変
え
る
。
あ
る
い
は
翻

訳
す
る
（
こ
の
リ
ス
ト
に
上
が
っ
た
翻
訳
実
験
を
使
っ
て
も
よ
い
）。
翻
っ
て
、
こ
れ
ら
の
実
験
を
自
作
の

詩
を
書
き
換
え
、
変
形
す
る
方
法
と
し
て
用
い
る
。 

  

８
４
．［
変
形
］ 

"M
eaning E

ater"

エ
ン
ジ
ン
を
用
い
て
、
詩
の
テ
ク
ス
ト
を
変
形
す
る
。 

  

８
５
．［
サ
ウ
ン
ド
・
エ
デ
ィ
タ
ー
］ 

サ
ウ
ン
ド
・
エ
デ
ィ
タ
ー
を
使
っ
て
、
詩
の
サ
ウ
ン
ド
・
フ
ァ
イ
ル
を
か
き
ま
ぜ
、
音
を
変
え
て
み
る
。 (See 

PennSound D
eform

ance page, under constuction.)  
  

８
６
．［
知
ら
な
い
こ
と
］ 

あ
な
た
が
知
ら
な
い
す
べ
て
（
あ
る
い
は
い
く
つ
か
）
の
事
柄
で
で
き
た
詩
。 

  



８
７
．［
実
験
の
考
案
］ 

さ
ら
に
新
し
い
実
験
を
考
案
す
る
。 

  

＊ 

注
意
書
き 

詩
は
散
文
形
式
で
あ
っ
て
も
よ
い
！ 

上
記
の
実
験
か
ら
得
ら
れ
た
材
料
を
ま
と
め
て
、
書
き
直
し
、
組

み
直
し
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
、
継
ぎ
接
ぎ
し
て
、
ど
ん
ど
ん
と
長
い
詩
に
し
て
ゆ
く
こ
と
！ 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
、Poets' Ludicrously A

im
less Yearning (PLAY)

編 (C
) 1996-2006

。

指

導

読

者

ア
テ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ー
ダ
ー

の
監
督
の
元
で
適
切
に
投
与
す
る
こ
と
。
個
々
の
実
験
は
使
用
法
に
よ
っ
て
は
怪
我
や
失
敗

の
も
と
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
。
こ
れ
ら
の
製
法
に
よ
る
直
接
的
・
間
接
的
結
果
で
得
ら
れ
た
利

益
は
言
語
全
般
に
還
元
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
管
理
者
［
お
よ
び
訳
者
・
日
本
語
サ
イ
ト
『
言
語
実
験
工

房
』
］
は
教
育
機
関
お
よ
び
個
人
の
創
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
こ
の
リ
ス
ト
を
用
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
損
害

の
責
任
は
一
切
負
わ
な
い
。
２
０
０
６
年
改
定
版
。 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
版http://w

w
w.nokturno.org/tuli-savu/index.php?sivu=6 

 

こ
の
リ
ス
ト
は
一
九
七
〇
年
代
にB

ernadette M
ayer

が
作
っ
た
リ
ス
ト
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
な
る
実
験
（
と
日
記
の
ア
イ
デ
ア
）
に
つ
い
て
は
、 

http://w
riting.upenn.edu/library/M

ayer-B
ernadette_E

xperim
ents.htm

l 


